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自然環境調査研究【３年研究の３年目】 

「『あやぴぃとさがそう あやせのしぜん(初版)』と『綾瀬市環 

境学習ハンドブック かわせみ(第６版)』の発行に向けて」 

於保 紗由里 ・ 原田 淳史 ・ 藤井 健太郎 

 

 

 

 

はじめに 

 

本研究会は、市内の自然や環境に親し

むための資料を作成し、効果的な活用方

法を探ることを目的に研究を進めている。 

３年研究の３年目として、今年度は、

「あやぴぃとさがそう あやせのしぜん

（初版）」及び「綾瀬市環境学習ハンド

ブック かわせみ（第６版）」について、

平成３１年３月３１日の発行を目標とし、

最終的な編纂と全面改訂作業を行った。 

研究の推進にあたっては、元綾瀬市立

小学校教諭 諏訪部 晶 氏にご指導いた

だいた。 

 

研究の内容 

 

１ 研究の基本方針 

（１）「あやぴぃとさがそう あやせの

しぜん（初版）」について 

前回までの「綾瀬の野草」の趣旨を継

承しつつ、生物等を新たに加え、小学校

低学年の生活科から対応できるものを目

指し、編纂した。最終年度の今年は、花

壇の花や樹木、昆虫など、項目ごとの資

料収集と説明文章の内容を推敲し、「あ

やぴぃとさがそう あやせのしぜん（初

版）」を完成させた。 

 

（２）「綾瀬市環境学習ハンドブック か

わせみ（第６版）」について 

環境学習が多くの学校で総合的な学習

の時間に取り扱われていることから、総

合的な学習の時間を中心に対応するもの

を目指し、全面改訂作業を行った。これ

までの内容の精選を行うとともに、総合

的な学習の時間で必要となる項目を取り

上げるなどして、「綾瀬市環境学習ハンド

ブック かわせみ（第６版）」を完成させ

た。 

 

２ 研究経過 

（１）「あやぴぃとさがそう あやせの

しぜん（初版）」について 

「あやぴぃとさがそう あやせのしぜ

ん（初版）」の作成の過程は以下のとお

りである。 

 

①各ページのレイアウト 

小学校低学年の生活科や中学年の理科

などの副教材として活用できるように、

内容に合わせて写真などの資料を選定す

るとともに、選定した資料の説明文章を

推敲した。小学１年生から使用すること

を考え、見つけたいものをすぐに探せる

ようにカテゴリー毎に色をつけ、小見出

しを付けた。野草のページの最後には、

野草を使った遊びをいくつか載せ、野草

に親しみをもてるようにした。また、授

業で育てる機会のある花や野菜などにつ

いては、種のことや育てる時のポイント

を説明文章に加えるなど、授業で活用で

きるようにした。さらに、巻末の索引ペ

ージには、見つけた生物などをチェック

する欄を設け、自然探しを楽しむきっか

けとなるようにした。 

 「あやぴぃとさがそう あやせのしぜん（初版）」「綾瀬市環境学習ハンドブック か

わせみ（第６版）」の編纂及び全面改訂作業し、発行する。 
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②説明文章の工夫 

小学１年生から使用することを考え、

文章中にイラストやマークを多く取り入

れた。また、各ページには、説明文章の

他に、あやぴぃが解説者となって、植物

の名前の由来や生き物の特徴、注意喚起

などを吹き出しで説明している。市のキ

ャラクターであるあやぴぃを登場させる

ことで、本のタイトルにもあるように、

あやぴぃと一緒になって自然探しをして

いるような感覚になり、この教材に親し

みをもって活用してくれると考えた。 

 

（２）「綾瀬市環境学習ハンドブック か

わせみ（第６版）」について 

多くの小・中学校で、環境学習が主に

総合的な学習の時間で取り扱われている

ことから、総合的な学習の時間での活用

を中心に考え改訂した。その過程は以下

の通りである。 

 

①学習の進め方の紹介 

総合的な学習の時間は、具体的にどん

なことを、どのように行うとよいのかを

紹介するため、「どうやって学ぶの？」の

ページの設定をした。 

 

②説明文章･データ・写真などの追加修正 

冊子冒頭の漫画のページなど、約２０

の項目について新規で追加した。また、

第５版の説明文章やデータ、写真などを

すべて見直し、情報の更新、写真の入れ

替えなどを行った。また、データ等の引

用元を近くに明記し、最新の情報が確認

しやすいようにした。 

 

③環境に関わる現代的な課題の紹介 

今回の改定では、マイクロプラスチッ

クや食品ロス等の現代的な課題について、

新たに追加した。持続可能社会を念頭に、

起こりうる様々な環境に関する課題につ

いて、目を向けるきっかけとしてもらい

たいと考えた。 

成果と課題 
 

１ 成果 

「あやぴぃとさがそう あやせのしぜ

ん（初版）」については、小学１年生の生

活科から活用できるものを、「綾瀬市環境

学習ハンドブック かわせみ（第６版）」

については、総合的な学習の時間を中心に

活用できるものをコンセプトに当初の計

画通り作成することができた。 

「あやぴぃとさがそう あやせのしぜ

ん（初版）」については、小学校低学年で

取り扱う植物（野草、花壇の花、野菜、樹

木など）や生物（綾瀬で実際に観察できる

昆虫や水辺の生き物、野鳥など）を中心に

構成し、掲載することができた。 

「綾瀬市環境学習ハンドブック かわせ

み（第６版）」については、総合的な学習

の時間の副教材の一つとなるように内容

を検討し、学習方法や発表の仕方、環境に

関する現代的課題等を新たに掲載した。ま

た、小学生を対象とした副教材であるが、

その後も幅広く使える内容にし、綾瀬の環

境教育を推進できる資料にすることがで

きた。 

 

２ 課題 

「あやぴぃとさがそう あやせのしぜ

ん（初版）」については、低学年から使用

することを考えレイアウトを施行錯誤し

てきたが、説明の内容を大幅に減らしたた

め読みやすくなったが、資料としての情報

量は今後も検討する必要がある。 

「綾瀬市環境学習ハンドブック かわせ

み（第６版）」については、３年に１度の

改訂の中で、環境に関する最新の情報や課

題に対して、どのように対応していくか今

後の課題といえる。また、環境教育を広め

るために、綾瀬市で実践している環境への

取り組みを今後さらに啓発していけるよ

う、今後の研究に期待したい。


